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１．はじめに
近年，英語教育が小学校に及んだことから小学生の間でもヘボンとい
う名前が知られるようになった．
しかし，ヘボン式ローマ字ということの他，幕末にアメリカより横浜
にやってきた医師でキリスト教の伝道者というくらいで，どのような人
物かは一般的には知られていない．幕末の日本，ペリーが浦賀に来航し
開国を迫ったのが1853年（嘉永６年），その５年後の1858年（安政５年）に
日米修好通商条約が締結されている．
ヘボン博士が神奈川に上陸したのは1859年10月17日と記録されている．
日米間で条約が締結されて初めて日本に来た宣教医であり，医療技術は
もとより相当の学識を持ち人格，力量に富んだ知識人であった．幕末か
ら明治にかけ，日本の近代化に多大な貢献をなした一人である．
そこで，ヘボン博士の生い立ちから，日本に至るまでの経緯，幕末の
神奈川に上陸し日本社会に残した足跡を追い，横浜での施療事業，和英辞
書の刊行，聖書の翻訳事業，ヘボン塾を開き明治学院へと発展していった
過程を追い，日本の近代化に如何に貢献した人物かを検証して行きたい．
２．生い立ち
ヘボン博士はジェームス・カーチス・ヘップバーンJames Curtis Hepburn（1815〜1911年）といい，1815年（文化２年）
３月13日米国ペンシルヴェニア州ミルトンに生まれ，少年時代をこの地で過ごした．
正式にはヘップバーンであるが我が国ではヘボンと呼ばれ，ヘボン博士自らも「和英語林集成」に「平文」と記し，
あるときは「平本」と書いている．
ヘボン家の先祖はスコットランドからアイルランドに移住し，更に1700年代に米国ペンシルヴェニア州へ移住してい
る．映画女優のキャサリン・ヘップバーンもその一族とされている．ヘボン博士の父サムエルは1782年フィラデルフィ
アに生まれ，1865年83歳の高齢でペンシルヴェニア州ロックヘブンの地で没している．母はアンニ・クレーという牧師
の娘であった．父サムエルはプリンストン大学を出て，法律家（弁護士）としてペンシルヴェニア州では著名人であり，
市民から尊敬されている人物であった．二男六女をもうけ，ヘボンは長男であり，弟のスレータ・クルー・ヘップバーン
はプリンストン大学を卒業後ニューヨーク州オレンジ郡ハンプトンボロの長老教会の牧師となり長らくその職にあった．
両親ともキリスト教の信者であり，信仰的に子供達を養育し神を畏れ，安息日を守り，教会に行って聖書を学び，信
仰問答を暗証せしめるよう努めたと後にヘボン博士は回想している．
小学校・中学校の教育は地元のミルトンアカデミーに学び，1831年の春，彼は16歳にしてプリンストン大学の３年に
編入して1832年の秋に卒業した．当時，米国社会では大学に進学するものは少なく，年少で大学に入学することも容易
に出来た．プリンストン大学はその頃は単科大学で総合大学ではなかったので，規模も小さく全寮制で寄宿舎と教室は
同じ建物にあった．しかも大学に入ってからまもなくアジアコレラが流行したため，授業は中止となったうえ，十分な
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勉学に努められないまま１年半で卒業となってしまった．
ところがこの短い期間に生涯を通じて暖かい友情を交わすことが出来る友人を見いだし，また優れた教授から教育を受
けたことがヘボンの知性を豊かにしたのであった．在学中にラテン語，ギリシア語，ヘブライ語の他，化学の知識も得
た．来日して辞典の編纂，聖書の翻訳を完成することが出来たのも当時学んだ語学の知識が大いに役立ったのであった．
ヘボンの両親はヘボンがプリンストン大学に学んでいたので，将来は牧師になるものと思っていた．また弁護士であ
る父は，将来立派な法律家にしたいとの希望をもっていたのであった．
ヘボンは生来無口な方で謙虚で控えめな性格で，しかも科学的精神を持っており，弁論をもって世に処することを好
まず，医学をもって身を立てることを志していたのであった．
プリンストン大学を卒業した後，フィラデルフィアのペンシルヴェニア大学医学部に籍を置き，1836年に卒業して医
学博士の学位を得た．学位論文は脳卒中であった．このとき21歳，天職は医術をもって神に仕えることと思っていた．
３．日本に至るまで
（1）東洋への伝道時代
臨床医として出発したのは1837年からで，友人の西フィラデルフィアで一年間代診を努め，その後1838年秋にペンシ
ルヴェニア州のノリスタウンで開業して一年間この地に止まった．夫人となったクララ・メリー ･リート嬢と出会った
のもこの頃で，ヘボン博士の海外伝道の夢を理解した唯一の共鳴者となった人で，二人は1840年10月27日ノースカロラ
イナ州のラフィエットビルで結婚をした．後に東洋，特に日本への伝道についてはあらゆる面で夫人の協力することが
大きかったとヘボン博士自身が述懐している．
ヘボン夫妻は東洋伝道のため，ボストンに向かい，1841年３月15日ポトマック号という捕鯨船に乗り込んだ．４か月
の航海中，クララ夫人が流産し堪えがたい悲しみと苦しみを味わい，７月12日シンガポール港に入港した．当初はシン
ガポールよりシャムへの伝道を志していたが計画を変更し，中国のアモイへの医療伝道となったが，折しもアヘン戦争
が起こっていたので暫く待機し，中国語の研究に努めた．シンガポールではマカオのモリソン記念学校より来たＳ・Ｒ・
ブラウン夫妻と会い情報の交換を行うことが出来き，しかもこれから40年にわたる交友が始まった．のち日本では20年
間一緒に伝道活動を行うようになった．やがてアヘン戦争も終わり，1843年初夏にシンガポールを経ち，マカオに上陸
した．1844年にはアモイに病院を設立し，医療伝道を開始した．
医療伝道の地アモイは水清く，住むのにはよいところであったがマラリア熱が流行していた．そのためヘボン夫妻は
このマラリア熱に早々に冒され，特に夫人は健康の優れない状態が続いたのでマカオに行き休養をとった．
1845年１月30日夫妻はマカオを発し，パナマ号でニューヨークに向かい，1846年３月15日ニューヨークに戻ってきた．
大いなる希望を持って，1841年３月15日ボストンを出発し，５年間使命半ばにして米国に帰ることになったヘボン夫妻
の胸中は察するに余りあるものである．しかし，失敗とみえたこの最初の宣教活動の旅も，次への宣教の大いなる経験
であったとヘボン博士は述べている．またこの伝道の中で長男は生後まもなく死亡，その後，次男のサムエルが誕生し
一人息子として成長した．
（2）ニューヨークでの開業医時代
ニューヨークに帰ったヘボン博士は1846年４月25日，42番街に医院を開業した．初め小さな診療所であったが，ニュー
ヨークにアジアコレラが流行すると中国での医療事業での経験が功を奏し，アジアコレラの治療に関しては大いに成功
を収めた．
ヘボン博士の学んだペシルヴェニア大学医学部は特に眼科医療に優れていたので，眼科医としても能力を発揮してい
た．開業医としても才があったので小さい医院も数年後にはニューヨークでも大きい病院へと発展した．門前市を成す
盛況となり，収入も増え広大な住宅や郊外に別荘を持つようになった．
しかし，ヘボン夫妻はこうした幸福の絶頂期にあってもキリスト教会に仕えることを忘れなかった．多忙な業務の傍
らニューヨークの長老教会に出席し，長老の一人として教会のために奉仕した．名医と称えられたヘボンもその後に生
まれた子供３人が猩紅熱と赤痢のために次々と失った．家庭の不幸にもこびることもなく，ニューヨークの都市社会に
住み一流の病院を経営し何不自由なく暮らしてきたが，アジアでの伝道活動のことが胸中から消えることはなく絶えず
去来していた．
（3）日本の開国
アメリカでは1848年カルフォルニア州がゴールドラッシュにわき，移住民が西へ西へと前進していったので太平洋沿
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岸の人口は急激に増加していった．一方1830年代から60年代にかけては捕鯨漁業の最盛期であって，日本沿岸における
アメリカの捕鯨船はイギリス船を駆逐した．アメリカにとって太平洋航路の実現が絶対的に必要であり，寄港地として
日本が重要な中継地となることから，米国が他国よりいち早く日本の開国を迫ったのである．1853年７月８日（嘉永６年
６月３日）にペリー提督ひきいる4隻の軍艦が浦賀沖に投錨した．いわゆる黒船の来航である．和親条約の要求について
は明年回答する旨を伝えたのでペリー提督は日本を去った．1854年２月13日（安政元年１月16日）には軍艦７隻が江戸湾
に入り，浦賀を過ぎ横浜沖に投錨し，横浜村が交渉地となった．３月11日（安政元年３月３日）横浜応接所にて日本とア
メリカ合州国との間で「日米和親条約」という12箇条の条約が締結された．1858年７月29日（安政５年６月19日）には「日
米通商条約」が締結された．この日米通商条約は14条からなり，宗教上に関する伝道などの規定は第８条であり，交渉
に当たったハリスはこの第８条の決定については，鎖国中の日本ではキリスト教に対する迫害の歴史を持っていること
から，条文の表記に当たって慎重に対応したが，幕府側はあっさりと承諾してしまったことを日記に記している．また，
ハリスは日記の中で「日本宣教の将来の成功は派遣せられる初代の宣教師の性行，態度，人物によるものである．宣教
師等が日本語を習得したならば容易に日本人に近づくことができるし，どの程度まで印刷物を配布することが許される
か今のところははっきり言えないけれども，私見を持ってすれば学校を興し，英語を教え，貧民を施療するがごときは
最も伝道のために有益な働きとなるであろう」と結んでいる．
日米通商条約の締結によって日本は徳川300年の鎖国から開放され，世界に向かって門戸を開放することになり，貿易
のみならず欧米文化の吸収，キリスト教受容への新たな一歩となった．
1858年の秋，長崎港に投錨中の米艦の甲板で通訳Ｓ・ウエルス・ウィリアムスと米艦付牧師ウッド，聖公会のサイル
の三人が集まって米国の聖公会，長老教会，ダッチ・リフォールド協会の三つのミッション本部に宛て，日本宣教の急
務を訴え宣教師派遣の件を勧告する文書を送った．この勧告書は３ミッション本部を大いに刺激し，日本に初代宣教師
を派遣させることを決定した．
（4）ヘボン博士日本への宣教を決意
ニューヨークで病院を経営していたヘボン博士は医学に対する情報のほかに，東洋の宣教事情に関しても絶えず深い
関心をもっていた．中国や東南アジアでの宣教活動に関するニュース，雑誌の記事や教会の報告書の類にも注意を払っ
ていた．
ペリー提督の日本遠征の報や，日米和親条約，日米通商条約の新聞記事で読み，更に長崎から届けられたミッション
本部宛の勧告書にも目を通したものと思われる．1859年１月６日，日本への宣教師志願を書面で申し出た．クララ夫人
もヘボン博士の志に賛成した．３人の子供を失った寂しい夫人は異郷の少年少女達の教育に思いをはせた．失った３人
の子供よりも何百何千の日本の若き世代を思い，光を照らすということがヘボン夫人の心にひらめいたのである．
北米長老会ミッション本部では1859年１月12日正式にヘボン夫妻の申し出を承認し，既に中国で伝道をしていたＪ・
Ｌ・ネヴィウスを協力者として日本に派遣することを決定した．
それから，ヘボン夫妻はニューヨークで13年間築き上げてきた病院や邸宅，別荘，その他家財道具の一切を処分し，
年老いた父と14歳になる息子サムエルとを残して日本へ出発する準備を行った．
1859年４月24日多くの人に見送られ，サンチョ・パンサ号に乗り，ニューヨークを出帆した．ヘボン博士44歳の時で
ある．
４．神奈川に上陸
（1）神奈川成仏寺時代
ヘボン夫妻か神奈川に着いたのは1859年10月17日で翌18日運上所に上陸し，米国領事のドールに面会し，ドールの世
話で宿所を東神奈川の成仏寺とした．現在成仏寺の入り口には外国人宣教師宿舎跡の石碑が建てられている．
後から来るＳ・Ｒ・ブラウンのために庫裏を借りておいたが，その当時は外国人住宅が少なく領事館なども全て神奈
川地区の寺院を使用していた．米国領事館には青木橋の近くにある本覚寺，英国領事館には浄滝寺，フランス領事館に
は慶運寺が当てられていた．
11月１日にはＳ・Ｒ・ブラウンとドクトル・シモンズが神奈川に到着し，シモンズは宗興寺に住んだ．同じ船で来た
フレベッキーは11月７日長崎に上陸した．宗興寺はその後シモンズが横浜に移ってから短期間ではあるがヘボン博士の
施療所となったところである．ブラウンとシモンズは妻子を上海に残し単身神奈川に来たのでヘボン夫人が食事の一切
の世話をした．ヘボンは新約聖書の写本，その他多数の書物や医療の器具を携行してきたし，また上海ではかなり多く
の中国語の聖書やその他の書籍を手に入れていた．幕府の役人が住居の検閲に来たりして，日本語の教師を得ることが
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困難であった．下僕という下僕もスパイか刺客であったから油断もすきもない状態が続いた．そのうちやっとのおもいで
日本語の教師を雇い入れることが出来て，日本語の研究･和英辞書の編集に取り掛かることが出来た．1861年（文久元年）
11月11日，ダッチ・リフォームド・ミッションのジェームス・バラ夫妻が来日し，成仏寺の本堂に住むようになったが，
バラは年若く新婚早々日本に来て殆ど生涯を日本教化のために尽くした人であった．
このバラ夫妻が来日する少し前の７月にヘボン夫人はアメリカに帰国した．理由は２つある．１つは一人息子のサム
エルが祖父（ヘボンの父）の死後，全く天涯孤独のような寂しい生活を味わなければならなくなり，学業も思わしくなく，
親戚のものを頼って働くというような状態になっていたのでヘボン夫人はいっそう帰国を急いだ．
もう１つの理由はヘボンの書簡にはみられないが，1861年春頃，外出先から戻ってきた時成仏寺の門前で日本人の暴
漢に棍棒で殴られた．命には別状ないものの非常な痛みを覚え，生涯頭痛に悩まされるような怪我を負ったこと．届け
出れば日米間にひびが生ずることを考え，ひとまず療養のため帰国をさせたということである．
アメリカに残してきた次男のサムエルはずっと生き残った唯一の息子である．このサムエルは1865年横浜にやってき
て米国商社に勤めるようになった．ヘボン博士の帰国後も横浜に住み，ヘボン博士が亡くなった頃は長崎のスタンダー
ド石油会社の支店長を務めていた．晩年は米国に帰国し，ロックヘブンで余生を送ったという．
さて，クララ夫人が帰国してからヘボン博士は成仏寺の本堂の一室で独りコツコツと辞書の編集に勤めていた．しか
し，ヘボンが最初に行ったのは日本語の研究と共に施療事業である．ブラウンは牧師という経験から，常に日本に教会
を建設することに重点を置いていたように，ヘボン博士は宣教医として施療活動によって日本人への伝道を目指してい
たのであった．施療は成仏寺より徒歩５分のところにある権現の崖下のところの宗興寺で，1861年（文久元年）４月頃よ
り始められた．
ヘボン博士がアメリカへ書き送った書簡によると「宗興寺での施療事業は非常に盛況で，江戸から患者がやってきた．
江戸の医者達は手に負えない難病人ばかりよこした．肺結核，神経麻痺，脳病，つんぼ，めくら，びっこの類です．何
の手の尽くしようがないので返してしまいました」とある．
また幕府は日本人があまり外国人宣教医に接近することを恐れ，いろいろと面倒な手続を患者に命じたので患者が施
療を受けることが容易でなくなり，僅か５ヵ月間で宗興寺の施療所は閉鎖をすることになったという．
施療所の患者数は最初僅かであったものの，３ヵ月目で１日平均100名の患者が集まり，合わせて3500人の患者に処方
箋を書いたという．
また通常の施療以外にも，瘢痕性内反の手術―30回，翼状片の手術―３回，眼球摘出―１回，脳水腫の手術―５回，
背中のおでき切開―１回，白内障の治療―13回，痔瘻の手術―６回，直腸炎―１回，チブスの治療―１回　を行ったと
記している．
そのうち，１回だけ白内障の手術はうまくいかず，他はよい結果だったと記している．このことからも当時は衛生状
態が悪く，眼科領域の疾患が多かったことがうかがえる．
（2）横浜居留地時代
宗興寺で施療が行われているとき，あるいは閉鎖となった頃，国内外では様々な事件が発生している．1961年５月に
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は高輪東禅寺での英国公使館襲撃事件，1862年１月には坂下門外の変，８月には生麦事件（このときヘボン博士は負傷
者の手当てで本覚寺へ急行した），12月には英公使館焼き討ち事件など攘夷事件が相次いで発生した．またアメリカで
は南北戦争が発生し，成仏寺に起居していた宣教師たちにとっても動揺が起こった．本国からの送金が途絶えたりして
窮乏生活に追い込まれて宣教にも支障を来たす状況が起こったからである．しかし，ヘボン博士は動揺することなく和
英辞書の編集，聖書の翻訳，頼まれれば施療も行っていた．
成仏寺では狭く幕府からの委託生の教育も出来ず，施療
も出来ないので新たに横浜居留地39番に土地を購入し，建
物を建て1862年12月28日に移転した．成仏寺で一緒に暮ら
していた他の宣教師も横浜海岸の運上所近くへ居住するこ
とになった．谷戸橋近くの居留地39番地は幕府の干渉もな
いので自由に施療活動から宣教活動が出来た．無料で診
察・手術・施薬をしたので患者は遠方より来るものが絶え
なかったという．また蘭学者，漢方医も西洋医学を学ぼう
として医学生となった者も十数人あったという．それと同
時に1863年（文久３年）クララ夫人の開いたヘボン家塾にも
多くの優秀な者が集まり英学の初歩を学んだ．このヘボン
家塾からは高橋是清，林董，益田孝，三宅秀，服部綾雄等
の逸材が生まれたのである．
1863年（文久３年）10月18日の書簡には，患者の数は１日
平均５〜６人で眼疾であると記されてある．1864年９月頃
になると毎日30人との記載がある．1865年３月16日の書簡では施療は朝７時から８時までと記されている．同年10月13
日の書簡には１日の患者数は平均35人で６割が眼疾であり，数々の手術を行ったことが書かれている．腕の切断―１回，
兎唇の手術―１回，弾丸の摘出―１回，白内障の手術―４回，痔の手術―数回，その他直腸炎の手術，瘢痕性内反や翼
状片の手術，おできの切開，抜歯，膿瘍の切開等が記載されている．1867年には女形で三世沢村田之助の脱疽の手術を
行っている．脚を切断して1868年には義足をつけて舞台に出られるようになったので，錦絵や瓦版にも印刷され評判と
なった．舞台そでで足指を傷つけたことがもとで脱疽を患い，初め松本良順に治療を受けたが切断の外なしとの診断を
され，佐藤泰然の紹介でヘボンの施療所で右脚切断の手術を受けた．このとき麻酔にはクロロフォルムが使われている．
1868年４月ヘボン博士が注文したセルフォ製作の義足をつけ舞台に立ったので興行は非常な喝采を博し，大入り満員の
盛況だったという．ところが田之助は不運にも脱疽が左脚にもおよび切断を行った．更に上肢にもおよび左手指２本，
右手指３本を切断し，晩年は精神にも異常をきたし34歳の若さでこの世を去った．
また医師としてヘボン博士の名を有名にしたのは，岸田吟香が発売した点眼水『精錡水』である．眼疾に悩んでいた
岸田吟香はヘボンの施療所で治療を受け，眼疾がたちまち癒えた．ヘボン博士の医術，人格に心を打たれ，後に『和英
語林集成』編纂の助手となった．1866年にはヘボン夫妻に同行し上海で辞書印刷の校正を手伝い，1867年にはヘボン博
士の了解を得て点眼水を売り出した．国内ばかりでなく遠く上海にも販路を広めた．
1879年（明治12），施療は神奈川時代からから18年間にわたって継続されて来たが，ついに健康を害し廃止することと
なった．18年間の施療にかかわる費用の殆どがニューヨーク時代に得た財産であったということは，驚くべき事実である．
居留地に移って施療と共に行っていたのは和英辞書の編集であった．聖書翻訳の大業をやる前に何としても日本語に
精通することが最優先となる．この出版に関して米国長老ミッションは直接伝道に関係ない仕事との理由で，出版に関
する費用は出せないとの回答を行った．出版に援助をしたのは横浜のアメリカ商人ウオルシ・ホール商会のウオルシで
あった．印刷出版の一切の資金を立替え，あらゆる金銭上の損失も負担してよいとの申し出があった．第一版の出版は
「1867年　和英語林集成　慶應丁卯新鐫　美国　平文先生編譯　日本横濱梓行」となっている．第二版は1872年，第三
版は1886年　東京丸善商社発行で，第三版より版権を丸善に譲り2000ドル（当時約１万円）を得て，その全てを明治学院
に寄付した．そこで明治学院にはヘボン館という立派な寄宿舎が建てられた．島崎藤村，戸川秋骨，中山昌樹，賀川豊
彦などがこの寄宿舎ですごし，勉学に励んだ記念すべき建物であった．ところが1911年（明治44年）９月21日未明，ヘボ
ン永眠と時を同じくして火災が発生し焼失してしまったのである．
ヘボン博士の業績
谷戸橋近くの居留地39番地ヘボン邸跡
（神奈川県合同庁舎の一角）
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５．横浜山手時代
ヘボン夫妻は横浜居留地での多忙な生活が影響し健康を害したので，
1881年（明治14年）暫く日本を離れてスイスのチューリッヒで静養するこ
とになった．日本に在留していた長老派の宣教師達はヘボン夫妻が日本
を去って米国に帰るものと思っていたので，横浜居留地39番の土地建物
を全部売却してしまい，その資金を築地の宣教師館の建設費に当てた．
旧ヘボン塾は明治13年に築地に移転し，ジョン・バラも築地大学の教師
として東京に転じている．ヘボン博士は横浜の土地を売却した事実をス
イスで聞いて不満の意を表したという．健康の許す限り日本で働きたい
と思っており，ヘボン博士の心のなかには旧約聖書の翻訳，基督教学校
の設立，教会堂の建立と思うことが沢山あったのである．今後の日本で
の仕事についても熟慮した結果，早期に日本に帰ることを決断した．1881
年12月11日マルセイユ港を出帆し，1882年（明治15年）１月26日横浜港に
到着した．横浜居留地39番の家は売り払われてしまっていたので，山手
245番地に１か月55ドルの家賃で一戸を借りて住むことになった．息子
のサムエルも同じ山手に一戸を構えて住んでいたので，一家団欒の生活
になったものと思われる．
明治10年10月東京築地明石町７番地の小会堂に一致神学校が出来，明
治16年には横浜の先志学校とも併合し，東京一致英和学校と改め明治19
年６月22日，合同の卒業式が木挽町の明治会堂で挙行された．この卒業
式の席上，明治学院とする発表があった．築地の一致神学校，築地大学，
一致英和学校と次々に発展し1887年（明治20年）明治学院として芝白金に
基督教学校を設立するに至った．このときヘボン博士は旧約聖書翻訳委
員長として翻訳出版の完成の途上にあったため，直接明治学院に携わる
ことは出来なかったものの，明治21年新旧約聖書翻訳出版完成の祝賀会
が築地新栄教会で挙行されてから，初めて明治学院で生理衛生学の教授
として参加することになった．明治22年10月ヘボン博士は選ばれて初代
の明治学院総理となった．
明治22年４月には指路教会堂を建設すべく，建設資金の募金を目的に
短期間帰米することになった．明治23年10月には明治学院の総理を辞し，
井深梶之助に譲った．
念願であった指路教会の建設に当たっては，明治23年10月27日横浜上
町で定礎式が行われヘボン夫妻は列席した．その後，明治25年１月16日
に指路教会の完成で盛大な献堂式が行われたが，当日は体調がすぐれず
に自宅に引きこもっていたので列席は出来なかったという．明治大正と
横浜市内の中央に高くそびえていた教会も大正12年の関東大震災により
破壊した．大正14年に再建されたものの，昭和20年５月29日の横浜市内
の大空襲で焼失した．現在の建物は戦後，日本基督教団の復興資金と会
員の献金で再建されたものである．
６．帰国と晩年
1892年（明治25年）10月15日午後２時半より指路教会にてヘボン夫妻の送別会が開かれた．ニューヨークからはるばる
地球の裏側へやってきて，神奈川に上陸し33年の年月が過ぎ77歳を迎えていた．10月18日には明治学院とフェリス女学
院で送別会が催された．日本において全ての仕事を終えたことを挨拶で述べたと言う．
10月22日汽船ゲーリック号で横浜を出帆し，11月カルフォルニア州のパサディナに落ちつき冬を過ごしてから，1893
年５月24日ニュージャジー州イーストオレンジの家に隠棲した．1904年２月より夫人が病気となり介護の状態となった．
1905年３月13日90歳の誕生日のとき，日本政府より勲三等旭日章が贈られた．また６月14日にはプリンストン大学より
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法学博士の学位が贈られた．
1906年３月４日クララ夫人が永眠（88歳），1911年（明治44年）９月21日にヘボン博士は96歳の高齢をもって自宅にて永
眠した．
日米通商条約で日本と交渉に当たったハリスが日記に書き記した通りの人物が現れたので，日本の近代化にとって最
も貢献した人物となった．幕末から明治にかけて日本がドイツ医学の導入を決定したこともあり，国内ではベルツ，ス
クリバ両博士に対する評価は一般的に高いように思われる．しかし，アメリカ人として庶民の中にとけこみ，私財を投
じて日本社会の発展に生涯かけた人物を他に探してみてもヘボン夫妻以外には見当たらない．もっともっと高い評価を
してもよいのではないだろうか．
2012年は明治学院が創立150周年（1863〜2013年）を迎えるとのこと．記念事業の一環として「和英語林集成」の第一
版を復刻することが決まっているという．ヘボン博士の業績を顕彰した記念行事の成功を祈ると共に，最後の締めくく
りとしてオバマ大統領から日本に最も貢献したアメリカ人であるとのメッセージを寄せて戴くことを期待したい．
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